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[image: image18.png]



[image: image19.png]



[image: image20.png]E MEn B 5—




[image: image21.png]


[image: image22.png]



[image: image23.png]



東洋大学産学協同教育センター
Practical Education Center
http://www.toyo.ac.jp/site/pec/
目　　　　　　　次
[image: image24.png]


１．開講に当たって
2
[image: image25.png]


２．平成２７年度「中核人材育成講座」実施計画
3
[image: image26.jpg]


３．ビジネスシミュレーション講座　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 4
　　　
[image: image27.png]


４．経営革新技術講座　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         6
[image: image28.jpg]


５．中核人材育成講座の歩み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     8
　　[image: image29.jpg]


  ６．募集要項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           9
[image: image30.jpg]


７．受講申込書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           11
[image: image31.jpg]



[image: image32.jpg]


[image: image33.jpg]



１．開講に当たって
東洋大学産学協同教育センターでは、地域の自治体や企業に支えられ、「中核人材育成講座」の始動から７年目を迎えることができました。この間、川越地域中核人材育成推進協議会のイニシアチブのもとで、国や県や市、それに参加企業からのアドバイスを頂きながら、開講講座の拡大と充実を図ってまいりました。本年度も、より受講生の皆様に役立つよう工夫を凝らし、時流をとらえた講義として提供させて頂きます。
ところで、今から２７００年前、中国の春秋戦国時代の古典『管子』の言葉に「もしお前の計画が１年のものなら種をまけ、それが１０年のものなら木を植えよ、それが１００年ものなら人びとを教育せよ。１回種をまけばお前は１回収穫できよう、人々に教育をほどこせば、お前は１００回収穫できよう」とあります。わが国においても作家・山本有三の戯曲「米百俵」で知られるように、「人づくりはまちづくり」として、未来を創るための人材教育・人材育成の重要性が認識されています。無資源国といわれている日本、ものづくり大国とかつていわれていた日本の将来を考え、教育機関に捉われず自治体・企業も積極的に人材育成・教育に参画・協力していただき、日本および地方を再生・発展させていきたいと考えています。
「中核人材育成講座」では企業の将来を担う若手人材の教育・技術向上を目指し、最新の学問・技術の講義・実習を企画いたしました。東洋大学の理念を盛り込んだ「中核人材育成講座」に、多くの企業から奮ってご参加くださいますようお願いいたします。また、東洋大学におきましては社会人の人材育成に大きく貢献することを目指しており、本年度企画している講座に加えて、さまざまな分野の講座の実現も可能であり、さまざまな講座の希望・提案等も歓迎しております。
平成２７年４月１日
東洋大学産学協同教育センター
センター長　吉田 泰彦
	講　座　名
	開　催　日
	担　　当　　講　　師

	コンクリート技術講座
	6月13日(土)
	渡邉　弘子
(月の泉技術士事務所代表)

	
	6月20日(土)
	福手　勤
(東洋大学理工学部都市環境デザイン学科教授)

	メカトロニクス技術講座

	7月4日(土)
	三宅　徳久
(パラマウントベッド株式会社 フェロー)

	
	7月11日(土)
	松元　明弘
(東洋大学理工学部機械工学科教授)

	水処理技術講座 ～Excelで学ぶ～
	9月26日(土)
	川瀨　義矩

(東洋大学理工学部応用化学科教授)

	
	10月3日(土)
	徳村　雅弘

(横浜国立大学大学院環境情報研究院研究員)

	スマホアプリ開発入門講座
	11月7日(土)
	宮川　大輔

(株式会社mokha　取締役)

	
	11月14日(土)
	塩谷　隆二
(東洋大学総合情報学部総合情報学科教授）

	＊現在募集中
ビジネスシミュレーション講座
	1月 9日(土)
1月10日(日)
	小嶌　正稔
(東洋大学経営学部経営学科教授)

	＊現在募集中
経営革新技術講座
	2月13日(土)
	鈴木　信行
(東洋大学理工学部都市環境デザイン学科教授)
野原　時男
(東洋大学知的財産管理アドバイザー)

	
	2月20日(土)
	須齋　嵩
(宇都宮大学客員教授)


２．平成２７年度「中核人材育成講座」実施計画
３．ビジネスシミュレーション講座
（１）講座の目的
ビジネスシミュレーションは、ビジネスゲームとも呼ばれ、会社経営の模擬演習(シミュレーション)
を行うものです。今回の講座では、シナリオ方式を採用し、現場に近い「経営を体験する場」を提供し、企業の方向性を司る経営戦略がいかに重要なものであるかを体感し理解してもらいます。
　　更に組織におけるリーダーシップやチームワークの重要性を、市場の争奪戦を通して体験すること
を目指しています。
（２）受講の勧め・受講後の効果　　担当講師：小嶌　正稔(東洋大学経営学部経営学科教授)
　　座学での経営学等の講義の中で学ぶことは、あくまで一般化された理論です。皆さんは、当シミュ
レーションに参加することで、現実の企業経営がいかにシステムとして組み立てられているかがわか
ります。特に意思決定や市場環境への適応の重要性に対する理解を深めます。ここでの成果は、実際
に経験して初めて感じる「経営体験から生み出される気づき」に尽きます。
　　なお、受講者は経営や簿記の基礎知識があることが好ましいと言えますが、必須条件ではありませ
ん。これまでの川越キャンパスでの受講状況を見ますと、これらの知識のない方でも、悪戦苦闘しな
がらも参加する中でも楽しく、財務の流れを大きく掴むという実践力は付いています。
（３）講座の日程
	開催日
	時間
	担当講師
	講義内容

	1月9日(土)
	9:30 ~19:00
	小嶌正稔
(東洋大学経営学部教授)
	ビジネスシミュレーション(模擬演習)に参加することで、企業経営がどのようなシステムで組み立てられているか学ぶとともに、経営戦略の立案能力、経営管理手法や会計知識を実際に適用して、経営に関する総合的な能力を高めることを目指します。

	1月10日(日)
	9:30 ~17:30
	
	


（４）講座の内容と進行手順
講座1日目午前
①会社設立(組織編成)
　　　電動バイクの生産・販売会社(仮想会社)を起業し、組織編成(役職配置)をします。1社(チーム)は5~７人編成で5社設立(受講申込状況で変更あり)し、それぞれ社長、販売部長、生産部長、人事部長兼企画・調査部長、そして財務部長兼経理部長等の役職に就き、各職務の役割を遂行しながら会社経営をします。
②シミュレーション(ゲーム)の内容及びルールの説明と事前演習
　　　講師から、1期3か月、1年は4期分割とした上で、会社設立の第1四半期から第4四半期までの4回の決算について、損益計算書と貸借対照表をもとにして詳しく資金等の流れを解説します。その中でゲームの基本的なルール(設定条件)の説明を通しながら、ゲームの足ならしをします。
ここで、複式簿記に不慣れな人でもそのダイナミズムを知ることができます。

講座1日目午後から講座2日目にかけて
③演習(5社での市場競争)の開始　
　　講師の第4四半期(1年間経過)までの解説の後、各会社(チーム)が独自に戦略計画書を作成し、
市場(講師による判定)へ提出し、競争結果(判定)を受ける。続いて、各チームは、判定に基づき、自社の決算書と次期戦略計画書を作成し、再び、市場(講師による判定)へ提出する。この繰り返し(1回当たり約1時間程度)を、2日目午後4時頃まで繰り返します。今年もパソコンを活用して、シミュレーションしながら経営していきます。
講座2日目後半
④株主総会(チーム発表、講評、解説)の開催
　　　株主総会(発表の場)において、各社とも最後の判定結果を説明するとともに、他社の質問を受ける。最後に講師から、各社の勝れていた意志決定や問題点などについてコメントがなされる。（ここに至ったとき、勝者・1位企業チームは何とも言えず達成感を味わうことができる。）
（５）対象となる受講者
このビジネスシミュレーションは、各人それぞれの問題解決のシミュレーションです。そのため対象者は、「経営の仕組みを知りたい」、「資金の流れを知りたい」「景気が悪いとどのような影響があるのか」、「経営における意思決定とは何か」「リーダーシップとは何か」など、初めて経営に接する方から、そろそろ組織をまとめていきたいという部課長クラス、経営を体験したい経営者クラスの方まで、幅広い皆さんを対象としています。
（６）昨年度受講者からの声
・会社では経験できない良い経験ができた。楽しい時間を過ごす
ことができました。
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　・非常に勉強になりました。私はまだ社会人2年目ですが、早い
段階で経営とは何か、利益を出すことの厳しさ、目標と現実の
差などが知れて良かったです。
・あまり通常かかわりのない経営者や経理の人の仕事内容がよ
くわかり　勉強になった。また、経営者としての判断がいか
に難しく、それがいかに重要であるかがわかった。
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（７）講師略歴・研究内容
　小嶌　正稔(東洋大学経営学部経営学科教授)
元東洋大学経営学部長　現在、大学院経営学研究科長
専門分野

中小企業経営論、フランチャイズ、石油流通システム
４．経営革新技術講座
（１）講座の目的
21世紀に入り早くも10数年余が過ぎ、環境問題や知識集約化、更にIT技術の進展など、社会のパラダイム(価値基軸)の転換が様々な領域で具体化しつつあります。
日本のものづくりを支えている中小企業においても、技術革新が絶えず求められています。このよ
うな社会経済環境の中、中小企業の方々がしっかりと自社のポジションを確立し、攻めの経営実践を
行うため、今回は三つの視点(プロジェクトマネジメント、知的財産、技術経営)から講義を展開します。
経済のグローバル化の中、地域でがんばる中小企業の中核人材の育成を目指します。
（２）受講の勧め・受講後の効果
グローバル化が進む中でイノベーションの重要性が求められています。本講座では、プロジェクトを実施するうえで重要なマネジメントの考え方や手法等について学びます。また、知的財産としての特許の役割、考え方など特にグローバル化への対応として重要となります。さらに中小企業における技術開発はどうあるべきかについて学ぶことが出来ます。本講座を受講することによりグローバル化に対応した技術経営の在り方について多くの示唆が得られると思います。是非皆様と共にディスカッションし新しい方向性を考えてみましょう。
（３）講座の日程
	開催日
	時間
	担当講師
	講義内容

	2月13日（土）
	10:00 ~12:30
	鈴木信行

(東洋大学理工学部都市環境デザイン学科教授)
	プロジェクトマネジメント
―効率性と透明性の確保―

	
	13:30~16:00
	野原時男
(東洋大学知的財産管理アドバイザー)
	中小企業における知的財産戦略
―活用と実際―

	2月20日（土）
	10:00~16:00
	須齋　嵩
(宇都宮大学客員教授)
	技術経営(MOT)の意味と重要性
―中小企業の技術開発力とは何か―


（３）講座の内容
①プロジェクトマネジメント　―効率性と透明性の確保―
技術革新を生み出すシステムの強化が指摘されており、プロジェクトマネジメントが重要となっ
ています。講義では、その意義、実際、手法、体系について説明します。
②中小企業における知的財産戦略　―活用と実際―
　  知的財産は、企業現場で生まれます。中小企業では、産学連携をうまく利用し知的財産戦略を築
くことができます。講義では、海外進出時の防衛も含め、実例も交え説明します。
③技術経営(MOT)の意味と重要性　―中小企業の技術開発力とは何か―
 　　  ニッチ(貴重なすき間)分野に強みを持つ中小企業にとって、従来とは全く異なる市場、顧客価値
に基づく経営革新に向けた取り組みが求められています。講義では、技術経営の視点から、開発の魔のサイクル、Sカーブを視る、新技術・新市場での失敗の割合などを説明します。

（５）対象となる受講者
　本講座は、特に技術経営におけるマネジメントに関する知識の修得が主になりますので、日ごろ会社で経営面に携わっておられる方は無論のこと、技術開発におけるリーダー的な方、特許等の知的財産を扱っておられる方、会社を支える管理者や技術者など幅広い分野の方々に受講していただきたいと思います。

（６）昨年度受講者からの声
・課題解決、業務改善等のプロジェクトだけでなく、通常業務にもこの考え方を取り入れたいと思い
ます

・知的財産をうまく活用していくことで会社に利益がもたらせることがわかった。

・企業における経営に関する基礎的な要素が学べる一日で、大変勉強になった。
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（４）講師略歴・研究内容
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鈴木　信行(東洋大学理工学部都市環境デザイン学科教授)
1978-2002年の24年間香港における建設プロジェクトに参画、

2002-2013年まで国土交通省の外郭団体において主任研究員、

2013年から現職

専門分野：プロジェクトマネジメント、都市経営
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野原　時男(東洋大学知的財産管理アドバイザー)
日本ビクター㈱研究開発本部、

日本知的財産協会常務理事、

知財・ライセンスの専門会社設立を経て現職。
専門分野：知的財産全般の管理
須齋　嵩(宇都宮大学客員教授／ものづくり国際研究所代表)
三菱重工業㈱環境システム副事業部長、

中国大連三洋空調公司董事長、
群馬大学共同研究イノベーションセンター教授を経て現職。

専門分野：環境エネルギー技術、技術経営
５．中核人材育成講座の歩み

	年度別・講座の編成内容
	コース名
	主な講座名

	平成２１年度
段階的編成を見直し、新規講座も加え、ものづくり分野の中核人材育成を主眼とした基礎的講座で編成
	メカトロニクス技術者基礎コース
情報コース
加工技術基礎コース
ものづくりリーダーコース
	メカトロニクス概論、制御の基礎
組み込みシステム、IT技術とネットワーク
切削加工技術、砥粒加工技術、先端技術
経営シミュレーション、現代中小企業論、ものづくりリーダーの心構え、ほか

	平成２２年度
前年度の内容をブラッシュアップ(講座を集約しコース期間を短縮)して構成

	メカトロニクス基礎コース
ICT(情報技術)基礎コース
加工技術基礎コース
ものづくりリーダーコース
	メカトロニクスの設計、運用
ICT技術、組み込みシステム入門
生産加工技術、先端加工技術
経営シミュレーション、プロジェクトマネジメント、中小企業の技術開発、ほか

	平成２３年度
前年度の編成内容を更にブラッシュアップ(需要のある部分を深化)するとともに、新領域の基礎講座を開発
	メカトロニクス基礎コース
土木技術基礎コース
IT基礎コース
加工技術基礎コース
ものづくりリーダーコース
	メカトロニクス概論、メカトロニクスのための材料力学再入門
コンクリート技術（新規開発講座）
ソフトウェアの基本原理を学ぶ　
生産加工技術、先端加工技術
ビジネスシミュレーション、経営革新技術

	平成２４年度
　企業からの要望により、電気電子技術基礎コース、応用化学技術コースを新規に開設
	メカトロニクスコース
土木技術基礎コース
電気電子技術基礎コース
応用化学技術コース
加工技術基礎コース
ものづくりリーダーコース
	メカトロニクス概論
コンクリート技術
電子回路技術
化学分析技術
生産加工技術
ビジネスシミュレーション、経営革新技術

	平成２5年度
　加工技術基礎コースにおいて、ものづくり指導者（OB人材）を講師として起用、ITコースの再開
	加工技術基礎コース
メカトロニクスコース
土木技術基礎コース
電気電子技術中級コース
応用化学技術基礎コース
ITコース
ものづくりリーダーコース
	生産加工技術
メカトロニクス概論
コンクリート技術
電子回路技術
化学分析技術
組み込みシステム入門
ビジネスシミュレーション、経営革新技術

	平成２6年度
コース制を廃止

応用化学分野の内容を刷新
	コンクリート技術

メカトロニクス技術

Excelで学ぶ水処理技術

組み込みシステム入門

ものづくりリーダー養成講座 ／Ⅰ.ビジネスシミュレーション  Ⅱ.経営革新技術


６．募集要項
（１）募集人員
ビジネスシミュレーション　…… 25名
経営革新技術　…………………… 25名

（２）申込期限
ビジネスシミュレーション　………　1月7日（木)
経営革新技術　………………………　2月8日（月）
（３）申込方法
・FAXによる方法 … 11ページの受講申込書をご利用下さい。FAX番号：049-239-1937

・メールによる方法…東洋大学産学協同教育センターのホームページにアクセスし、「受講申込書」をダウンロードのうえ、必要事項を入力し、以下のアドレスへ送信してください。
URL：http://www.toyo.ac.jp/site/pec/pec-entry.html
E-Mail：tpec@toyo.jp　　

・申込確認の手順 … 申込受理後、こちらから受講料の振込み依頼書と会場のご案内をお送り
します。
　　　　　　　　　　★お申込み後、こちらより連絡がない場合は、必ず下記までご連絡をお願いします。
（４）受講料
受講料20,000円（1講座2日間）
＊工業技術研究所賛助会員は会員特典がありますので、お問合わせ下さい。
（５）開催場所
東洋大学川越キャンパス　(10ページをご参照ください。)
（６）修了証
2日間受講された方には、講座終了後、修了証を授与します。
（７）その他
1日目の初めに開講式(約10分間)、2日目の最後に閉講式(約10分間)があります。
各1日の時間割としては、12：30から13：30までが昼食休憩時間となります。
＊お問合せ先：東洋大学産学協同教育センター
〒350-8585　川越市鯨井2100　川越キャンパス4号館4階
TEL：049-239-1646　　

FAX：049-239-1937
E-mail ：tpec@toyo.jp
担　 当：岡野、内木
　●交通アクセス
■電車をご利用の方
・東武東上線　鶴ヶ島駅下車　
東口から徒歩10分(新西門まで)　
・東武東上線　池袋→鶴ヶ島
　 急行約38分／準急約45分
・東武東上線　川越→鶴ヶ島　 約8分
■車をご利用の方
・関越道　鶴ヶ島ICから約3.1Km

（鶴ヶ島方面に出て、市役所入口交差点左折、東武東上線踏切通過後約250ｍ左折：南門入る）
・圏央道　圏央鶴ヶ島ICから約3.8Km

（圏央鶴ヶ島IC直進、国道407号を右折、市役所入口交差点右折、東武東上線踏切通過後約250ｍ左折：南門入る）
　●川越キャンパス案内図



　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


７．中核人材育成講座　受講申込書
【東洋大学産学協同教育センター行き　FAX；049-239-1937】
	企業名


	住　所　〒

	ご担当者
	氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　  （ふりがな　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	所属部署・役職

	
	Eメールアドレス

	
	緊急時(自然災害、公共交通機関の乱れ等による講座中止の場合)のご連絡先
(携帯電話番号、E-Mailアドレス等)

	
	TEL　　　　　　　　　　　　　　　　   FAX

	受講希望講座の番号に○印をつけて下さい
１．ビジネスシミュ

レーション講座
２．経営革新技術講座
	受講者氏名　　　　　　　　　　　　 　　(ふりがな　　　　　　　　　　　)　

	
	所属部署・役職　　　　　　　　　　　　　

	
	年齢：該当するところに○印をつけて下さい。

[  20歳代　　30歳代　　40歳代　　50歳代　　60歳以上  ]

	
	ご自身の担当業務内容について具体的にお教え下さい。


	
	受講に関してご意見、ご希望等がございましたら、ご記入下さい。


	受講希望講座の番号に○印をつけて下さい
１．ビジネスシミュ

レーション講座
２．経営革新技術講座

	受講者氏名　　　　　　　　　　　　 　　(ふりがな　　　　　　　　　　　)　

	
	所属部署・役職　　　　　　　　　　　　　

	
	年齢：該当するところに○印をつけて下さい。

[  20歳代　　30歳代　　40歳代　　50歳代　　60歳以上  ]

	
	ご自身の担当業務内容について具体的にお教え下さい。


	
	受講に関してご意見、ご希望等がございましたら、ご記入下さい。



※申込書の記載内容は、当センターで作成保管する受講者台帳の基礎データとなります。各受講者に対し、より効果的な研修機会を提供するためのものであり、それ以外に使用することなく適切に保管します。[image: image1.png]
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こもれビー


東洋大学川越キャンパス


マスコットキャラクター











【2号館】





産学協同


教育センター


(4号館4階)








【1号館】





【4号館】





【図書館・


　メディアセンター棟】





【学生ホール食堂棟】





【7号館】





【こもれびの道】
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